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怒りがこもった対話は、　　　　　　　　　　
取り返しがつかない誤解につながる 
国連総会の冒頭演説でグテレス国連事務総長が見出しのような釘を刺す発言をしていたにも関わらず、
トランプ米大統領からは北朝鮮に対して「完全に破壊するほか選択肢はない」という発言が放たれた。 
それに同調するかのように、安倍晋三内閣総理大臣は北朝鮮問題について「必要なのは対話ではない。
圧力だ」と発言している。 
はてさて、河野太郎外務大臣が中国に対して「大国としての振る舞い方を身につけていただく必要があ
る」と言ったのはつい先日のことだったように記憶しているが、アメリカ、そして日本は大国としての振
る舞い方はできているのだろうか。（日本が今なお大国であるかという議論はここでは置いておこう） 

リメンバー・パールハーバー 
この言葉が使われる時、一般的には「卑劣な作戦に出た日本」
という文脈につながってくるが、今回はそう言った話ではない。
真珠湾作戦に踏み切った、日米開戦へと走り出した頃の日本の状
況をこの機会に思い出そうじゃないかという意味だ。 
「圧力だ、対話をするべきではない」 
ことさら圧力を強調しているが、北朝鮮側から見た今の状況は
どう映っているのだろう。 
思い出そう。様々な要因はあるにせよ、アメリカからの圧力で
開戦に踏み切ったのが日本ではなかったか。 
「対話ではなく、圧力だ」というのであれば、考えてみてほし
い。圧力でこれまで解決した問題などあるだろうか。日常レベル
に落とし込んでも、圧力で解決をした例をあげるのは難しい。 

日本国際ボランティアセンター（JVC）が「東北アジアの平和は武力では実現できない」というタイト
ルで、国連での日米の発言を受けて声明を出しているので、その中から一部を紹介したい。 

　“北朝鮮の国としての主張を知ることはあっても、人びとの声を聞く機会はほとんどありません。” 
　“北朝鮮には、「絵を送るだけでなく平壌に遊びに来て」と日本の子どもに手紙を送る小学生や、 
　「国交正常化に向けて手を携えていける日本の仲間に出会いたい」と望む大学生がいます。” 

　さて、本当に必要なのは、圧力でしょうか、それとも対話でしょうか。 
　あなたはどう思いますか？ 

世界のミカタイムズ

 ミカタイムズの「ズ」ですが、「ス」にするか担当者は３時間悩んだそうです。
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世界のミカタイムズ

　ちなつママの　　　　　
グローバル子育て日記

今回は、写真ではありません。 
「SDGs」みなさん、ご存知ですか？ 
拡大した画像はホームページにあります。
バックナンバーと合わせてどうぞ。　　　　
「世界のミカタを考える会」で検索！

今月の写真 
　　写真ではないけど、ご存知？

Scanned by CamScanner
　最近２歳半になった娘が突然、言葉があふれ出
るように話しだしました。ある日突然です。１つ
２つの言葉を話し出したのが２歳になった頃。
それが突然「今日、ママとお父さんと一緒にごは
ん食べる」と長い文を話したのでびっくりです。
その日から、語彙も多く、会話が成り立つように
なりました。お気に入りの童謡もしっかり歌詞
まで覚えて歌います。 
「言葉のシャワーをたくさん浴びさせた分だけ
早い時期に、ある日突然話すようになりますよ」
そう教えてくれたのはベビー公文の先生です。 
　公文はアジアだけでなく、アフリカや欧米諸国、
50の国や地域に教室を持っているそうです。 
　日本で生まれた学習システムが世界に通用し
ているのはやはりうれしいですね。

＜お詫び＞ 

「教えてちょっとだけ国際理解教育」のコーナーを
紙面の都合上、今回はお休みさせていただきます。

　圧倒的な就労時間、 
家庭では子育てに追われる日々。 

どうも、ご無沙汰、ミカタブラックです。 
残業に苦しむ働きブラックのみんな、待ってたら

仕事が終わると思ってない？…じゃあ質問です。 
アリは、働かなくても生きていけますか？ 

「生きていけない・・・・・死ぬの❤ 」 

最近は、プレミアムフライデー（すでに死語になりそうです
が）なんてのもあったり、法整備なんかも議論されてたりと、
官民挙げての「働き方改革」が流行っています。 
しかし、日本人は「働き過ぎ」なんて話は何十年も前から言い

古されていることです。同時に「勤勉だ」とも言われています。 
だから、たまーにですが混同されて「毎日こんなに長い時間働
くなんてなんと我々は勤勉なんだ」という言説も耳にします。 
が、本当でしょうか？「長時間労働≒勤勉」という解釈をす
ると、長時間労働を是正したために勤勉性や真面目さまで
失ってしまいかねません。労働環境は改善したいです
が、勤勉性はこれからも大切にしたいものですね。 

「効率よく仕事して、アフター５をエンジョ
イしよう！」そんな日々を夢見るミカタ

ブラックは今日も残業です！

ミカタブラック


